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　本誌の読者の中に

は、高校時代MK本（3

『舞姫」と『こころ」

を収録している国語図

説書のこと。その他の

教材もハイレベルな進

学校用教本）で学んだ

人もいるだろう．そし

て、その際には、先生

から、国方（あまがた）

伯のモデルは山県（や

まがた）有朋だ、とい

文庫・新書で読む民事法学の世昇

『舞姫』を民法学的に読む
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。。1’。　　r現代屠駅・舞姫」

　　　．森欄外著、井上靖駅
　　　　（ちく塞文庫．2006年）

酬大学轍七戸克彦

う話を聞いたに違いない◎。

1　エリスを捜せ

　では、舞姫エリスのモデルは誰か。『独逸日記」

は、自身の恋愛に関しては何も伝えていない．こ

の日記は、鴎外自らによって、後に藍島されたも

のだからである。だが、彼の死後、親族により、

鴎外の帰国（明治21年9月8日）の4日後、彼を

追って来日したドイツ人女性がいることが明らか

にされた。この女性に関しては、①エリーゼ・ヴ

ィーゲルト説、②エリーゼ・ヴァイゲルト説、③

アンナ・ベルタ・ルイーゼ・ヴィーゲルト説があ

るが、このうち③説を提示したのは、民法学者・

植木哲教捜（千葉大学）である9。

2　太田豊太郎は誰か

　では、太田豊太郎のモデルは誰か。①女性間臆

に着眼すれば、『独逸日記』には、緒方惟直や梅

某のほか、『うたかたの記」のモデル原田直次郎

（洋画家）その他の愛人問題への言及が多数認め

られ、鴎外の記述は「俺だけではない」と必死に

弁解しているように見える．一方、②免官に着眼

した場合には、仕送り途絶による家賃滞納騒動を

留学生仲間から上司に密告され、免官・帰朝命令

を受けた陸軍三等軍医・武島務がいる（武島の出

身地は、埼玉県秩父郡太田村一豊太郎の名字と

同じである）。だが、豊太郎は、鴎外や武島のよ

うな軍医ではなく、法律学の留学生である。③法

律分野の留学生の中に、誰かモデルがいたのだろ

うか。

3　●外の離婚原因

　エリス帰国（明治21年10月17日）の3日後、鴎

外は、同郷の親戚筋である西周より紹介されてい

た、海軍中将・赤松則良男爵の長女登志子との結

婚を承諾する（西と赤

松は、津田真道・榎本

武揚らとともに、文久

2年幕府留学生として

オランダに渡航した仲

である）．ところが、

鴎外は、結婚（明治22

年2月）の翌年（明治

23年）1月『舞姫』を

発表して自らの過去を

暴露したばかりか、向

年9月の長男於兎誕生

にもかかわらず、翌10月に家を飛び出し、11月に

は離婚してしまう．離婚原因に関しては、①家柄

の不一致説、②登志子不美人説、③エリスへの未

練説がある。②説はあんまりな見解であるが、明

治35年鴎外41歳の時の再婚相手・志げ（当時22歳

だが、17歳の時に一度結婚するも、新郎の女性間

嬉に激怒した両親により、20日余で実家に連れ戻

されている）は、榮術品のごとく美しかった（美

人の噂を聞き知り結婚）。一方、大正11年、死期

の迫った鴎外は（7月9日死去）、志げに命じて、

ドイツ時代の恋人の写真や手紙類を焼却させたと

いう3）．昔の恋人の写真を35年聞保存しているの

もどうかと思うが、ちなみに、志げの父・荒木博

臣もまた法律家である0．佐賀藩士の二男として

生まれた彼は、明治5年に司法卿となった江藤新

平（藩校・弘道館の先鷺）の下で司法省に出仕、

明治21年大向院判事まで昇るが、賜治26年老朽司

法官淘汰の標的となり辞表を提出、翌明治27年3

凋19日付で免官となった。法典調査会の民法審議

が2年目に入り、組織再綱が行われた時期の出来

事である。
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書に負うところが大きい．

2）　檀木哲「新説。鴎外の恋人エリス」（新潮選書、
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臣一一漢詩文集「一存詩紗」を中心に一」鴎外24

号（1979年）70頁．　　　（しちのへ・かつひ二）

028 法学セミナー2009－04no．652


